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１． 序論 

風疹は発熱，発疹，リンパ節腫脹を特徴とするウイルス性疾患であり，風疹に感受性のある妊娠

20 週頃までの妊婦が風疹ウイルスに感染すると，出生児が先天性風疹症候群（CRS）を発症する

可能性がある．日本においては 2012年から 2013 年に風疹が流行し，45例の CRS患者が発生し

た．そのため厚生労働省は「風疹に関する特定感染症予防指針」において，早期に CRSに発症

をなくすとともに 2020年度までの風疹の排除を達成することを目標に掲げた（厚生労働省）．しか

しその後も CRSの発生報告が続いており，2018年から 2021年の間に 6例の CRS患者が報告さ

れている（国立感染症研究所）．数年おきに繰り返される風疹流行には，日本の風疹ワクチン接種

プログラムの変遷が関係している．  

 日本の妊婦は，妊娠初期に風疹を含めた感染性疾患のスクリーニング検査をうけ，この検査結果

によって，妊娠中および出産後に必要なフォローアップをうける．この感染性疾患のスクリーニング

が母子の長期健康保持増進に及ぼす影響を調査するために「Pregnant Women Health Initiative 

Project  (PWHI)」が開始した．PWHIは宮城らにより 2018 年に立ち上げられた厚労科研費補助

研究であり，妊婦に対し妊娠初期にスクリーニングされる B 型肝炎，C 型肝炎，風疹，HTLV-1，梅

毒，子宮頸がん検診（human papilloma virus：HPV）に関するアンケート調査をおこなう研究である．

この研究の中で，妊婦の風疹に対する認識，知識，風疹ワクチン接種，風疹抗体価，社会統計学

的および経済的特性について調査をおこなった．「日本の妊婦は日本の風疹流行状態を理解し，

自分の子を CRSから守る行動をとっているだろうか？」，「どのような特性をもった妊婦が，風疹ワク

チンを接種し，風疹抗体を保有している傾向にあるのか？」を明らかにすれば，今後の日本の風疹

予防対策を効果的に進めることができる．本研究は，日本の妊婦の自己申告データに基づく風疹

ワクチン接種状況，および十分な風疹抗体保有を予測する因子を明らかにすることを目的とした． 

 

２． 実験材料と方法 

日本全国の分娩取り扱い施設に研究協力を呼びかけ，23施設が研究に参加した．2018年 6月

～2019年 11月に研究参加施設で分娩予定の 20歳以上の妊婦を対象にアンケート調査をおこな

https://www.mdpi.com/2076-393X/10/5/638
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った．本研究のプロトコールは，「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」に沿って，横浜

市立大学の倫理審査委員会の承認を得ている（承認番号：B180500011）．アンケート結果から，風

疹ワクチン接種経験，最終学歴，世帯収入，妊娠前喫煙の有無，風疹に関する知識に関する回答

を抽出した．また，診療録から年齢，出産回数，妊娠初期検査における風疹抗体価を抽出した．こ

れらの各因子と風疹ワクチン接種経験（自己申告による）および風疹抗体価との関連を分析した．

統計解析にはロジスティック回帰分析を用いた．なお，風疹抗体価は HI 法で 32 倍以上を十分な

抗体保有とした． 

主論文は全国 23施設の全てのアンケート調査結果を用いた解析であり，副論文は 2018年 6月

～2019年 9 月に横浜市内の３施設においておこなった調査結果のみを用いた先行研究である． 

 

３． 結果 

副論文の先行研究では，666人から回答が得られ，条件を満たした 461人を解析した．風疹ワク

チン接種を予測する因子は，年代，妊娠前喫煙，風疹に関する知識であった．風疹抗体価と各因

子の関係において，年代と妊娠前の喫煙は風疹抗体価とは関連しなかった．風疹が胎児に影響

を与える可能性があることを知っているという因子のみが風疹抗体保有を予測する因子であった． 

主論文の研究では，3003 人の妊婦から回答が得られ，風疹抗体価が 32 倍以上であった妊婦

は 70.2％，風疹ワクチンを接種したことがあると回答したのは 68.1％であった．このうち条件を満た

した 2213 人を解析した．風疹ワクチン接種を予測する因子は，年代による差は認めず，出産回数

が少ないほど接種したことがあるという回答が多かった．最終学歴が高いほど接種率が高く，世帯

年収は 700 万円以上の群が 500 万円未満の群に比して接種率が高かった．風疹に関する知識を

有する群がより接種率が高かった．風疹抗体価においては 32 倍以上である頻度が，40 歳代の群

で高く，経産婦は初産婦に比べて高かった．学歴，世帯年収．妊娠前喫煙，風疹に関する知識と

は関連を認めなかった． 

 

４． 考察 

 本研究では，妊婦へのアンケート調査において，出産回数，最終学歴，世帯年収，妊娠前喫煙，

風疹に関する知識が自己申告の風疹ワクチン接種歴を予測する因子であった．また，十分な風疹

抗体保有を予測する因子は，年齢と出産回数であることがわかった．「自己申告の」風疹ワクチン

接種歴は，抗体価やワクチン接種制度と照らし合わせると矛盾があり，正確なワクチン接種歴を反

映しておらず，むしろ胎児と妊婦自身の健康に対する意識を反映しているのではないかと考えられ

た．風疹抗体価と各因子の関連からは，日本の風疹ワクチン接種制度は，変遷により混乱や一時

的なワクチン接種率低下をきたしたが，対象の人に対して平等にワクチン接種を供給してきたと推



測される．より多くの女性が妊娠前に風疹に対する免疫を獲得しておくために，妊娠を考える女性

を含めた日本国民全体が風疹について理解することが重要である．特に風疹の予防接種を受ける

機会がなかったり，機会を逃したりした国民に対して，強く予防接種を促す社会政策も必要である． 
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